
要

口平成8年度

。職員の異動として，原因晶夫事務官が転出，辻英祐事務官が着任(平成9年4月1日)，山崎

葉子臨時用務員が定年により退職した(平成9年3月31日)。

。日本学術振興会外国人特別研究員として， Dr. F. H. Pag飴 (Institutde Ci邑nciesdel Mar 

(CSIC)， Barcelona， Spain)を受け入れた(平成9年3月31日来所)。

。水族館の大人の入場料を 50円値上げし 500円とした(平成9年4月1日)。

@教育研究学内特別経費でマルチメディア利用型教材を導入設置した。

概1. 

習

口平成8年度

例年の通り，京都大学理学部をはじめ諸大学の臨海実習が下記の通り実施された(大学・実習科

目・実習期関 与受講学生数)。

京都大学理学部生物系臨海実習 I

京都大学理学部生物系臨海実習 I

京都大学理学部生物系臨海実習 II事

京都大学理学部生物系臨海実習I1I*

京都大学理学部生物系臨海実習 IV

京都大学総合人間学部海洋生物学臨海実習

京都大学大学院人間環境学研究科海洋化学実習

京都大学理学部瀬戸臨海実験所公開臨海実習

和歌山大学教育学部生物学臨海実習(植物)

大阪千代田短期大学磯観察実習

奈良教育大学教育学部野外実習A-II(臨海実習)

岐阜大学教育学部臨海実験法及び実習

和歌山大学教育学部生物学臨海実習(動物)

大阪市立大学理学部生物学臨海実習

大阪教育大学教育学部理科教育講座臨海実習

大阪大学理学部生物学臨海実習

広島女学院大学生活科学科発生実習

京都教育大学教育学部生物学臨海実習

大阪千代田短期大学パフンウニの初期発生観察

広島女学院大学生活科学科臨海実習

事前年度末に実施
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7.19ー7.26

9.26-10.2 

5.7-5.9 

5.13-5.18 

5.20-5.25 

8.22-8.28 

2.6-2.8 

3.19-3.22 

4.17 -4.20 

6.17-6.21 

8.28-9.4 

3.17-3.23 

3.23-3.28 

7.26-8.1 

2.25-2.28 

8.19-8.22 

8.7-8.10 

7.27-8.1 

8.2-8.7 

7.1-7.7 

実海臨2. 

432人・目

84人・日

697人・日

119人・日

286人・日
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公開臨海実習

国立

公立

私立

2 -

京都大学

他大学

(計)



(総計) 20件 延 1618人・日

0公開臨海実習は「無脊推動物系統分類学jと題して学部学生を対象に実施し，島根大学・岡

山大学・岡山理科大学・京都大学・東京大学・信州大学・新潟大学からの学生 12名が受講し

た。

3. 研究会・来訪研究者

下記の研究会が開催された。

o r第15回瀬戸海洋生物学セミナー」
話題提供:Serge Daan (University of Groningen， The Netherlands)， "Optimization of 

reproductive decisions". 1996年 10月1日

来訪研究者は次の通りであった。

0平成8年度(1996年4月1日一1997年3月31日)

学内 34名

他国立大学
ハ~

乞"jL

私立大学

国立研究所・博物館

公立研究所・博物館

圏内その他

圏外

入国外

計

例

ムロ

氏名 (所 属)

阿部 直哉(大阪国際女子短期大国際文化)

足立 尚子(奈良女子大理)

相田 光宏(大阪自然環境保護協会)

相沢直宏(京都大人間環境)

青木摂之(名古屋大人間情報)

有山啓之(大阪府水試)

朝見清孝(千葉大自然科学)

鯵坂哲郎(京都大農)

馬場将輔((財)海洋生物環境研)

坂東武治(京都大農)

団 まりな(大阪市大理)

団野真理子(和歌山大教育)

遠藤 彰(立命館大理工)

Grygier， Mark ]. (琉球大熱帯生物)

服部泰夫(近畿大水研)

服部亘宏(近畿大水研)

57名

9名

27名

2名

6名

28名

7名

170名

10名

氏名

491日

373日

32日

179日

5日

12日

78日

179日

1349日

161日)

(所 属)

畑瀬英男(京都大農)

林 香織(京都大人間環境)

林 誠司(名古屋大理)

林 達也(名古屋大人間情報)

比嘉秀洋(名古屋大理)

樋上正美(京都大理)

樋上照男(大阪大理)

平田 昌(大阪大理)

広瀬正樹(和歌山大教育)

堀 道夫(京都大理)

堀 智孝(京都大人間環境)

堀内 輿理(大阪大理)

深尾隆三(中央水研)

福原富士美(東京水産大)

福井康雄(浪速短期大)

船橋浩一(京都大理)
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